
ご意見をお待ちしております
ご意見、ご質問、ご感想などをお寄せください。皆様の声を、積極的に活かしていきたいと考えております。

E-mail：alps2@lifeplan.or.jp

協会への交通案内

●東京メトロ銀座線・半蔵門線・都営大江戸線／青山一丁目駅4番出口より徒歩3分
●東京メトロ千代田線／乃木坂駅3番出口より徒歩7分
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本
誌
発
刊
時
に
は
既
に
帰
国
予
定
で
す
が
、
台
湾
に
行
っ
て
来
ま
す
。
マ
イ
レ
ー
ジ
や
鉄
道
、
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
を
使
っ
た
超
貧
乏
旅
行
で
す
。
食
べ
物
は
基
本
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
。
ホ
テ
ル
は
、
（
１
泊
＋

３
０
０
０
円
／
室
く
ら
い
出
せ
ば
か
な
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
が
、
そ
こ
も
ケ
チ
っ
て
）
★
★
★
ク
ラ
ス
。

予
算
は
す
べ
て
含
め
て
10
万
円
で
す
。
（
日
数
は
あ
え
て
記
載
し
ま
せ
ん（
笑
））

　

配
偶
者
が
、
「
一
度
台
湾
に
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
九

、
十
分
な
ど
の
名
所
に
も
行
き
ま
す
。
小
職
は
前

職
の
時
に
何
度
か
仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
計
10
回
く
ら
い
行
っ
て
い
る
の
で
、
今
回
は
ツ
ア
コ
ン
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
そ
の
ツ
ア
コ
ン
が
食
べ
た
い
の
が
、
四
川
重
慶
風
火
鍋
、
お
茶
葉
入
り
小
籠
包
の
二
つ
。
あ
と
は
夜
市

食
べ
歩
き
で
す
か
ね
。

　

海
外
旅
行
は
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
か
つ
成
長
で
き
る
と
言
い
ま
す
が
、
今
回
は
む
し
ろ

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
に
行
く
旅
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
タ
）

　

今
年
度
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
演
会
で
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
越
川
氏
の
話
は
、
い
ろ
い
ろ
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
る

内
容
で
し
た
。
目
的
と
手
段
を
は
き
違
え
な
い
、
目
標
を
考
え
過
ぎ
る
よ
り
ま
ず
行
動
を
起
こ
し
て
、
そ
こ
か
ら

振
り
返
り
と
修
正
を
し
て
い
く
…
等
々
。
「
働
き
方
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
し
つ
つ
、
そ
れ
以
外
で
も
応
用
で
き
る

こ
と
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
ず
は
行
動
を
起
こ
す
と
こ
ろ
か
ら
実
践
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。　

 

（
R
）

 

当協会職員が、
人生やライフプラン
を考える上でヒント
となる本をご紹介
します。

　タイトル通り、「後悔しない、大切な人の送りかた」の本で
あり、「自分の送られかた」を考えるための本でもある。類書
と比較しても、極めて客観的な記述が多く、信頼できる。
　「自宅で死にたい、しかし、周りの人々のことを考える
と、病院で亡くなるしかない」これが、今までの一般的な
病死に対する考え方であった。今それが見直されつつある。
人が亡くなるときに、疾病別にどのような経過をたどるか、
あるいは、一般病院か、緩和ケア病棟（以前はホスピスと
呼んだ）か、自宅かによっても亡くなり方に違いがある。
　本来は、専門的な話であるが、専門用語はあまり使用さ
れておらず、使用する場合はきちんと説明がなされており、
極めて分かりやすい。
　親族の死、自分の死の前に一読されると良いと思う。な
お、著者は、東京都内の病院の緩和ケア病棟長を務めなが
ら、在宅医療の現場にも携わっており、経験に基づく記載
も多い。

（執筆：協会職員　竹内 敦）

人生のヒント
Vol.14

「素敵なご臨終 
後悔しない、大切な人
の送りかた」

廣橋 猛 著
[PHP新書、2018年9月、950円]


